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　発展途上諸国のなかから，すでに新興工業諸国とよ
ばれる国ぐにが出現している。工業化のための戦略に
は，それぞれの歴史的過程や政治権力の性格，その経
済的発展の諸条件などに違いがあって，類型化するこ
とは困難なのであるが，さしあたって，工業化の成果
の上にたって，新興工業諸国とよばれるにいたった国
ぐにをひとつの典型として位置づけることができるよ
うに思う。
　さらに，東アジア諸国の工業化過程については，世
界銀行がおこなった調査分析の報告書として「東アジ
アの奇跡」と題した成果が刊行されている。この報告
書は，世界銀行が新古典派的立場から，発展途上諸国
経済の発展戦略に介入して，推進している，構造調整
政策（SAP）の成功を実証するものとして体系的に
分析されたものであった。ところでこの報告書が話題
になったのは，当初の目論見とはことなり，国家の経
済への役割について高い評価を与えなければならない
こととなっている。それにしても，政府の産業政策へ
の適切な評価は重要な課題ではあるが，この報告書で
はきわめて不充分な部分となっている。本書をめぐる
論争の所以でもある。
　その後，1991年には，イソドが新経済政策によって
自由化と開放化にむけて，新たな一歩をふみだし，
180度の政策転換をおこなった。世界銀行の構造調整
政策の波は，こうした南アジアをも席捲することとな
った。新古典派の黄金時代の到来となった。インドの
経済成長は1990年代に入って，予想通り高い率で推移
し，製造業の目ざましい発展が実現している。日本の
企業の進出も，すでに2000社に達したとのことであ
る。
　高い成長率の地域がこうして東アジアを起点に西へ
と拡大し，アジア地域全体に及ぼうとしている。これ
は，各国の市場開放によって，世界市場の統合が一段
とすすみ，グローバル化によってもたらされたもので
ある。すなわち，世界経済のグローバル化による市場
の統合と単一化が，多国籍企業の活動を活溌にし，こ
の傾向は，中・小の資本にまで及び，諸資本の活動
は，グローバルな性格を備えることとなった。こうし
てアジア諸国において，1970年代に高揚していた経済
ナショナリズムは，グローバリズムの世界的広がりに
席をゆずり，経済成長を競い合いながら世界的大資本
の活動をたよりにすることとなったのである。後半の
計画ではこの流れの大きな転換を理論的に分析してお
きたい。
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